
 

 1 / 1 

報 道 発 表 資 料 

令和 7 年 11 月 11 日 

国 立 国 会 図 書 館 

 

開発中のシステムに対する不正アクセスの発生について 

 

１ 概要 

国立国会図書館では、現在、外部委託により館内サービスシステムのリ

プレース開発を行っています（委託先：株式会社インターネットイニシア

ティブ）。11 月 5 日（水）、委託先の再委託先事業者である株式会社ソ

リューション・ワンのネットワークが何者かの侵入を受けたことに起因

し、委託先が管理する当該開発環境に対し不正アクセスが行われたこと

が確認されました。 

 

２ 影響 

不正アクセスの影響は当該開発環境に限定されており、国立国会図書

館の各種サービスや情報基盤への影響は確認されていません。しかし、不

正アクセスにより、少なくとも当該開発環境のサーバ構成情報等、システ

ム開発に用いる情報、一部の利用者情報及び利用情報が漏えいした可能

性があります。 

 

株式会社インターネットイニシアティブの次のページもご参照くださ

い。 

「国立国会図書館様の発表について」 

https://www.iij.ad.jp/news/information/2025/1111.html 

 

３ 対応 

当該開発環境へのアクセスを遮断するとともに、セキュリティリスク

の高まりを受けて、国立国会図書館の各種情報環境への監視を強化して

います。 

 

引き続き、不正アクセスの詳細について調査を進めるとともに、情報漏

えいについて適切に対応いたします。 

 

当館をご利用の皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけして申し訳あ

りません。 

 

４ 本件問合せ先 

 国立国会図書館 総務部総務課広報係 TEL:03-3506-3307（直通） 

https://www.iij.ad.jp/news/information/2025/1111.html

